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編
集
後
記

本
年
も
本
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
編
集
実
務
に
当
た
ら
れ

た
方
々
に
大
変
な
労
力
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
研
究

時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
は
た
だ
感
謝
す
る
ほ
か
な

い
。
ま
た
ご
多
用
の
な
か
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
竹
島
先

生
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
さ
さ
や
か
な
も
の

で
は
あ
る
が
、
質
・
量
に
お
い
て
研
究
論
文
ら
し
い
も
の
を
載

せ
る
場
と
し
て
の
本
誌
を
今
後
と
も
お
支
え
く
だ
さ
る
よ
う
、

会
員
を
は
じ
め
読
者
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第

で
あ
る
。

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
い
う
形
態
が
生
ま
れ
て
、
特
に
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
の
検
索
が
簡
単
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
利
用
し
た
新
し

い
研
究
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ

review
er

の
と
こ
ろ
私
が
興
味
を
持
っ
て
調
べ
て
い
る
の
は

〈
、

と
し
て
の
哲
学
者
た
ち
〉
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

国
際
交
流
と
い
う
こ
と
は
応
対
に
い
と
ま
が
な
い
く
ら
い
盛

ん
だ
。
そ
の
た
め
の
資
金
も
ま
た
た
く
さ
ん
登
場
し
て
き
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
裏
腹
に
意
外
に
閉
鎖
的
な
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
英
語
圏
の
哲
学
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
国
際
化
み
た
い
に

、

、

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
は
当
然
の
疑
問
だ
が

同
時
に
そ
の
種
の
資
金
が
主
と
し
て
目
的
と
す
る
の
は
フ
ォ
ー

、

。

ラ
ム
や
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催

外
国
渡
航
な
ど
で
あ
る

た
し
か
に
こ
れ
こ
そ
か
つ
て
は
も
っ
と
も
欠
け
て
い
た
こ
と
な

の
だ
か
ら
、
今
こ
こ
に
お
金
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
が
注
ぎ
込

ま
れ
う
る
時
代
を
迎
え
た
こ
と
は
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
、
い
わ
ば
原
点
で
あ
る
他
国
語
の
本

を
読
む
と
い
う
こ
と
は
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
日
本
で
も
英
米
圏
で
も
古
典
研
究
の
た
め
に
は
英
語
だ
け

で
Ｏ
Ｋ
み
た
い
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
一
九

世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
の
英
語
圏
の

哲
学
者
た
ち
は
ド
イ
ツ
語
の
著
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た
。
ラ
ッ

セ
ル
や
ブ
ロ
ー
ド
は
マ
イ
ノ
ン
グ
の
、
ム
ー
ア
は
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
の
、
ラ
イ
ル
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
書
を
原
語
で
読
ん
で
実
に

克
明
で
内
容
豊
富
な
書
評
を
残
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ス
ト
ロ

ー
ソ
ン
は
ド
イ
ツ
語
が
読
め
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
事
実
と
す
る
と
、
二
〇
世
紀
後
半
の
カ
ン
ト
研
究

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
が
英
訳
だ
け
で
や
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
。
こ
れ
と
比
べ
て
、
二
〇
世
紀
初
め
の
人
た
ち

は
な
ん
と
謙
虚
だ
っ
た
の
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
少
な
く

と
も
彼
ら
の
ド
イ
ツ
語
哲
学
書
の

も
ま
た
哲
学
上
の

review

国
際
交
流
の
生
々
し
い
現
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
彼
ら
の
著
書
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
事
情
も
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
点
で
は
、
研
究
を
推
進
す
る
力
を
持
っ
て

（
ラ
イ
ル
の
ハ

い
る
と
思
う
。
で
あ
る
の
に
こ
れ
ら
の
書
評
は

か
れ
ら
の
論
文
集
に
は
入
れ
ら

イ
デ
ガ
ー
書
評
を
例
外
と
し
て
）

れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
ほ
か
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
う
ち

M
ind

に
い
わ
ば
埋
も
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
化
の
お
か
げ
で
手
軽
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
メ
ッ
ト

の
言
う
「
ア
ン
グ
ロ
‐
オ
ー
ス
ト
リ
ア
哲
学
」
と
い
う
概
念
の

、

、

現
場
と
し
て
も

彼
ら
が
活
発
に
行
っ
た

を
発
掘
し

review

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
Ｆ
）
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（
既
刊
目
次
）

『
近
世
哲
学
研
究
』

（
一
九
九
四
）

第
一
号

祝
辞

酒
井

修

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
い
て
哲
学
を

田
中

敦

―

―

現
存
在
の
現
象
学
的
存
在
論
考
究

カ
ン
ト
と
初
期
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
接
点

北
岡

武
司

義
務
論
と
し
て
の
カ
ン
ト
倫
理
学

蔵
田

伸
雄

―

―

功
利
主
義
と
の
対
比

仮
象
と
反
省

山
脇

雅
夫

―

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
概
念
の
理
解
の
た
め
に

（
一
九
九
五
）

第
二
号

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
「
経
験
」
概
念
に
つ
い
て

福
谷

茂

「
世
界
」
概
念
導
入
の
た
め
の

―

―

端
緒
と
し
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン
論早

瀬

明

市
民
社
会
の
団
体
主
義
的
変
革
に
向
け
た

―

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
試
み

工
学
は
ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
学
問
か

齊
藤

了
文

信
仰
の
情
熱
と
そ
の
逆
説

田
中

一
馬

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
『
お
そ
れ
と
お
の
の
き
』

―

―

に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈

橋
本

武
志

―

―

意
識
の
二
義
性
と
意
識
の
転
換

（
一
九
九
六
）

第
三
号

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
の
到
達
点

子
野
日
俊
夫

読
書
人
世
界
か
ら
学
者
共
和
国
制
度
へ福

田
喜
一
郎

理
性
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た

―

―

カ
ン
ト
の
試
み

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
愛
の
区
別
に
つ
い
て

武
藤

整
司

未
済
の
人
倫

石
田
あ
ゆ
み

―

―

『
精
神
の
現
象
学
』
主

奴
論
の
一
解
釈

－

ガ
ダ
マ
ー
の
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判

折
橋

康
雄

―

―

『
真
理
と
方
法
』
を
中
心
に

（
一
九
九
七
）

第
四
号

一
本
の
綱
（

）
と
し
て
の
人
間

吉
川

康
夫

S
eil

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
状
況
下
に
於
け
る

―

―

人
間
と
社
会
の
問
題

デ
カ
ル
ト
の
懐
疑
に
つ
い
て

安
藤

正
人

『
省
察
』
の
「
反
論
と
答
弁
」
を

―

―

資
料
と
し
て

市
民
と
国
家
の
媒
介

小
川

清
次

―

―

「
国
民
」
形
成
の
一
側
面

『
存
在
と
時
間
』
に
於
け
る
可
能
性
概
念
の

多
義
性
に
つ
い
て

橋
本

武
志

自
然
主
義
的
存
在
論
の
隘
路

次
田

憲
和

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
領
域
的
存
在
論
」
に
お
け
る

―

―

超
越
論
的
構
成
の
「
自
己
関
係
的
構
造
」

（
一
九
九
八
）

第
五
号

「
常
に
誤
る
」
と
「
時
々
誤
る
」

武
藤

整
司

―

―

デ
カ
ル
ト
的
行
論
の
一
考
察
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デ
ィ
ル
タ
イ
に
於
け
る
客
観
的
精
神
の
概
念

に
つ
い
て

折
橋

康
雄

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
他
者
論

安
部

浩

（
一
九
九
九
）

第
六
号

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
《
真
理
》
と
《
存
在
》

倉
田

隆

―

―

明
晰
か
つ
判
明
に
知
得
さ
れ
る
も
の

ヘ
ー
ゲ
ル
の
根
拠
論

山
脇

雅
夫

―

―

知
と
存
在
と
の
相
即

「
第
五
省
察
」
の
隠
さ
れ
た
論
理

次
田

憲
和

フ
ッ
サ
ー
ル
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
お
け
る

―

―

「
他
者
構
成
論
」
理
解
の
た
め
の
一
視
座

シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
出
発
点

浅
沼

光
樹

―

―

人
間
的
理
性
の
起
源
と
歴
史
の
構
成

（
二
〇
〇
〇
）

第
七
号

―

―

薗
田

坦
教
授

退
官
記
念
号

薗
田

坦
教
授

略
歴
・
業
績
一
覧

《
講
演
》

近
世
哲
学
に
お
け
る
神
の
問
題

薗
田

坦

近
世
哲
学
と
は
な
に
か

福
谷

茂

―

―

新
し
い
哲
学
史
像
の
た
め
に

人
間
の
輪
郭

武
藤

整
司

―

―

そ
の
曖
昧
さ
を
擁
護
す
る
た
め
に

知
の
自
己
吟
味

山
脇

雅
夫

『
精
神
の
現
象
学
』
緒
論
に
お
け
る

―

―

知
と
即
自
の
区
別
に
つ
い
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
良
心
論
再
考

橋
本

武
志

―

―

可
能
性
概
念
を
手
が
か
り
に

生
と
音
楽

折
橋

康
雄

デ
ィ
ル
タ
イ
に
於
け
る

―

―

生
と
音
楽
の
時
間
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

（
二
〇
〇
一
）

第
八
号

自
由
の
軌
跡

北
岡

武
司

批
判
哲
学
に
お
け
る

―

―

自
由
の
可
能
性
の
意
味

認
識
か
解
釈
か

福
谷

茂

―

―

新
し
い
哲
学
史
像
の
た
め
に
（
二
）

Ｇ
・
ハ
ー
マ
ン
相
対
主
義
説
の
論
理

田
中

一
馬

歴
史
的
理
性
の
生
成

浅
沼

光
樹

シ
ェ
リ
ン
グ
『
悪
の
起
源
』
に
お
け
る

―

―

神
話
解
釈
の
意
義

《
書
評
》

物
自
体
と

北
岡
武
司
著
『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
―

』

橋
本

武
志

自
由
を
め
ぐ
っ
て

Ｎ
・
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
著

『
カ
ン

（
山
本
冬
樹
訳
）

ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
註
解
』

長
田

蔵
人

（
二
〇
〇
二
）

第
九
号

（
形
式
的
挙
示

『
存
在
と
時
間
』
と
哲
学
の
方
法

田
中

敦

再
考
）

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
他
者
経
験
の
構
造
と
発
生

榊
原

哲
也

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
規
則
に
従
う
」
論

の
若
干
の
考
察

子
野
日
俊
夫

復
古
の
も
と
で
の
立
憲
主
義

竹
島
あ
ゆ
み

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
講
義
（
ベ
ル
リ
ン

―

―

一
八
一
九
／
二
〇
年
）
の
二
つ
の
講
義
録

《
書
評
》

ヤ
ー
コ
プ
・
ベ
ー
メ
著

『
ア
ウ
ロ
ー

（
薗
田

坦
訳
）

ラ
―

』

福
谷

茂

明
け
初
め
る
東
天
の
紅

『近世哲学研究』既刊目次／58



59／『近世哲学研究』既刊目次

（
二
〇
〇
三
）

第
一
〇
号

十
年
の
歩
み
を
顧
み
て

薗
田

坦

デ
カ
ル
ト
と
自
覚
の
問
題

実
川

敏
夫

―

―

コ
ギ
ト
の
弁
証
法
性

ア
レ
ゴ
リ
ー
の
復
権
を
め
ぐ
っ
て

高
田

珠
樹

―

―

ガ
ダ
マ
ー
と
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン

行
為
の
規
範
と
し
て
の
礼
節

の
意
義

（

）

decorum

福
田
喜
一
郎

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ト
マ
ー
ジ
ウ
ス
に
お
け
る

―

―

法
・
道
徳
・
礼
節
の
区
別

格
率
と
そ
の
「
枠
組
み
」

西
川
小
百
合

カ
ン
ト
の
道
徳
判
断
論
の

―

―

新
し
い
理
解
を
目
指
し
て

《
書
評
》

福
居

純
著
『
デ
カ
ル
ト
研
究
』

浅
沼

光
樹

（
二
〇
〇
四
）

第
一
一
号

カ
ン
ト
に
お
け
る
崇
高
の
経
験

牧
野

英
二

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
技
術
哲
学

橋
本

武
志

マ
ル
ク
ー
ゼ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
論
争
を

―

―

手
掛
か
り
に

（

）

感
性
の
弁
護

A
pologie

für
die

S
innlichkeit

と
は
何
か

長
田

蔵
人

カ
ン
ト
の
「
直
観
」
概
念
の

―

―

見
過
ご
さ
れ
た
ア
ス
ペ
ク
ト

『
純
粋
理
性
批
判
』
の
反
実
在
論
的
解
釈

千
葉

清
史

―

―

そ
の
内
実
と
意
義

《
書
評
》

武
藤
整
司
著
『
人
間
の
輪
郭

』

―
共
生
へ
の
理
念

吉
川

康
夫

（
二
〇
〇
五
）

第
一
二
号

形
而
上
学
的
認
識
と
超
越
論
的
認
識

大
橋
容
一
郎

―

―

カ
ン
ト
と
認
識
の
形
而
上
学
・
序
論

「
こ
の
私
」
は
な
ぜ
謎
を
呼
び
起
こ
す
の
か

冲
永

荘
八

私
に
付
属
す
る
性
質
が
消
去
さ
れ
た
視
点

―

―

か
ら
の
考
察

反
現
象
学
の
道

次
田

憲
和

フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
お
け
る
非
超
越

―
論
的
現
象
学
と
個
体
主
義
的
存
在
論
に
基
づ
く

―

直
接
実
在
論
的
認
識
論
に
つ
い
て

超
越
論
的
反
省
と
は
何
か

佐
藤

慶
太

「
反
省
概
念
の
二
義
性
」
章
の
三
段
構
造
と

―

―

そ
の
意
味

（
二
〇
〇
六
）

第
一
三
号

根
拠
律
批
判
か
ら
理
性
批
判
へ

石
川

文
康

「
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
総
合
」
の
起
源
を

―

―

め
ぐ
っ
て

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
〈
物
自
体
と
し

多
田

光
宏

て
の
意
志
〉
概
念
の
導
入
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